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目的

• ライマンαの出力を100倍にすることを目的と
する。

現状：10mJ@212.55 +10mJ@815-855  x2
                     0.5µJ＠１２２　ｘ２

目標：１００µJ＠１２２　
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効率の検討

１）Krの2光子共鳴4光波混合：現状の効率P２１２のマイナス５乗程度である。

　　　　　　　　　利得　∝　P２１２＊P２１２＊P８１５

原理的には、レーザーパワーが1桁アップすると利得が3桁アップする。

２）したがって、第1ステップではレーザーの出力を1桁アップする。

　　212.55　　　　　１００ｍJ/パルス　サブ～数ナノ秒　　　　　　　　　　　
　　846　　　　　　　１００ｍJ/パルス　サブ～数ナノ秒

３）波長変換条件の最適化により、100倍の出力増をめざす。

４）１-３までを第１ステップで計画、第2ステップでは、必要に応じてレーザーの
　　出力をさらにアップする。



２光子励起用２１２．５５nmのレーザーの概略

DFB電流駆動
半導体レーザー ファイバーMOPA

システム
LD励起Nd:バナデート
レーザーマルチアンプシステム

第５高調波
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８１５-８５５nmのレーザーの概略

DFB電流駆動
半導体レーザー

LD励起Cr:LISAF MOPA
システム
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開発のポイント

212.55の発生
• 理研が結晶育成から研究を推進したNdバナデート結
晶を利用したLD励起多段増幅システム

• 最新の育成方法を用いたCLBO結晶による波長変換
装置

• シングル縦モード波長可変ファイバーレーザー
　　（論文準備中）
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計画と費用概要

開発体制の整備：場所、人の確保、組織　（相談）

研究開発期間　固体レーザー開発部分　１２ヶ月
　　　　　　　　　　（ステップ１、試作まで）
　　　　　　　　　　実際の運用で問題点をつぶす時間が
　　　　　　　　　　別途必要です。

　　　　　　　　　　波長変換部分も時間がかかると思います。
　　　　　　　　　　（平行作業はできます）
研究費用：必要な見積もりを集めています。
　　　　　　　

全体的なタイムスケールですが、私がかけられる時間に依存してしまいます
ことをお許しください。
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本開発で使われる結晶の研究結果が雑誌に紹介されました。


